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「
班
長
会
」
書
面
配
布
で
開
催

10
月
22
日
開
催
予
定
の
「
班
長
会
」

は
、
構
成
員
が
お
よ
そ
３
０
０
名
と
多

人
数
が
参
加
す
る
こ
と
か
ら
、
コ
ロ
ナ

感
染
防
止
を
図
る
た
め
、
班
長
会
資
料

を
配
布
す
る
こ
と
で
「
班
長
会
」
に
替

え
る
こ
と
と
し
ま
す
。

班
長
会
資
料
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
上
期
事
業
報
告
、
下
期
事
業
計
画

・
中
間
決
算
報
告

10
月
22
日
役
員
会
後
に
、
理
事
が
資

料
と
内
容
確
認
署
名
用
紙
を
届
け
ま
す
。

新
班
長
の
皆
さ
ん
に
は
、
資
料
確
認

後
、
署
名
い
た
だ
き
、
事
務
局
に
提
出

い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

川
西
市
主
催
「
総
合
防
災
訓
練
」

の
開
催

清
和
台
地
区
自
主
防
災
会

川
西
市
で
は
、
昨
年
ま
で
総
合
防
災

訓
練
を
市
庁
舎
で
図
上
訓
練
、
久
代
運

動
公
園
で
、
実
地
訓
練
を
隔
年
で
実
施

し
て
い
ま
し
た
が
、
各
地
域
と
連
携
し

た
訓
練
が
良
い
の
で
は
な
い
か
と
、
今

年
度
か
ら
各
地
域
の
住
民
を
対
象
と
し

た
防
災
訓
練
の
方
針
が
出
さ
れ
、
第
一

回
目
を
清
和
台
で
行
う
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

日
時

11
月
26
日
（
日
）

９
時
か
ら
13
時
（
雨
天
決
行
）

場
所

一
時
避
難
場
所

清
和
台
南
小
学
校

訓
練
内
容
の
詳
細
は
、
市
の
広
報
誌

（m
i
l
i
f
e

）
、
ポ
ス
タ
ー
や
自
治
会
回

覧
な
ど
で
案
内
し
ま
す
。

参
加
機
関

川
西
市
役
所

土
木
部
・
上
下
水

道
局
・
消
防
本
部
・
避
難
所
職
員

清
和
台
地
区
自
主
防
災
会

各
地
区
自
主
防
災
会
代
表
者

市
消
防
団
・
川
西
警
察
署
・
兵
庫

県
消
防
防
災
航
空
隊
・
か
わ
に
し

防
災
士
会
・
六
甲
砂
防
事
務
所
・

プ
ロ
セ
ブ
ン
㈱
（
起
震
車
）
な
ど

「
清
和
台
は
安
全
だ
か
ら
」
と
訓
練
な

ど
必
要
な
い
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
！

災
害
は
ど
こ
で
起
こ
る
か
判
り
ま
せ

ん
。
あ
な
た
が
、
買
い
物
・
旅
行
・
進

学
・
就
職
・
転
職
な
ど
清
和
台
以
外
で

災
害
に
遭
遇
す
る
確
率
の
ほ
う
が
大
き

い
で
す
よ
！
そ
の
時
に
役
立
つ
の
が
訓

練
経
験
で
す
。
何
回
も
訓
練
を
受
け
る

こ
と
が
有
効
で
す
。

皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
ま
す
。

「
文
化
祭
」
の
お
知
ら
せ

実
行
委
員
会

皆
さ
ん
が
楽
し
み
に
さ
れ
て
い
る

「
文
化
祭
」
は
、
先
月
号
で
お
知
ら
せ

し
ま
し
た
よ
う
に
11
月
４
日
（
土
）
、

１
日
だ
け
の
開
催
と
し
ま
す
。

詳
細
は
、
今
月
号
は
さ
み
込
み
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

「
赤
い
羽
根
共
同
募
金

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
」

ご
協
力
の
お
願
い

福
祉
・
保
健
部

自
治
会
で
は
、
理
事
・
班
長
さ
ん
の

負
担
軽
減
の
た
め
、
一
昨
年
か
ら
「
赤

い
羽
根
共
同
募
金
」
と
「
歳
末
助
け
合

い
募
金
」
を
同
時
に
実
施
し
て
お
り
、

今
年
は
11
月
に
自
治
会
費
集
金
と
併
せ

て
実
施
し
ま
す
。
（
例
年
は
10
月
）

募
金
は
、
高
齢
者
の
支
援
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
福
祉
活
動
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

皆
さ
ん
の
暖
か
い
ご
支
援
、
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

事
務
局
臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

11
月
４
日
（
土
）

愛する心をつないで 誇れるまちにしよう



♳　11月度 資源回収カレンダー
新聞紙・雑紙・ダンボール・アルミ缶・衣類

回収日

Ａ 西１、西２-１・４・５・６ 2・16日

Ｂ1 西２-２・３・７、西３ 10・24日

Ｂ2 西４、西５ 3・17日

Ｃ 東１、東２-３・４ 13・27日

D 東２-１・２、東３ 11・25日

Ｅ 東４、東５ 4・18日

Ｆ 住宅団地、石道、ライオンズM 10・24日

　※ 市の回収日ではなく、自治会の回収日に

　　 ゴミステーションに出してください

ブロック・地番名

役
員
会
だ
よ
り
（
４
５
２
号
）

開
催

９
月
17
日

［
議
題
報
告
事
項
］

〈
会
議
、
行
事
予
定
〉

・
川
西
市
総
合
防
災
訓
練

・
下
期
班
長
会

・
下
期
自
治
会
費
の
徴
収
、
赤
い
羽
根
、

歳
末
助
け
合
い
募
金
の
お
願
い

（
以
上
１
面
参
照
）

・
下
期
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
（
下
記
参
照
）

・
敬
老
の
お
祝
い

３
６
６
名

・
子
ど
も
食
堂
開
設

（
３
面
参
照
）

［
各
部
報
告
］

（
総
務
部
）

・
８
月
度
部
長
会
、
役
員
会
の
準
備
、

後
片
付
け
、
議
事
録
作
成

（
広
報
部
）

・
「
せ
い
わ
だ
い
に
ゅ
～
す
」

３
３
０
号
（
9
月
10
日
）
発
行

Ｈ
Ｐ
ア
ッ
プ
、
広
報
板
管
理

（
環
境
部
）

・
街
路
樹
、
公
園
等
の
管
理

中
央
公
園
南
側
花
壇

８
ヵ
所
を
４
ヵ
所
に
縮
小
予
定

・
秋
の
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
大
作
戦

11
月
19
日
（
日
）
8
時
30
分
～

・
資
源
回
収
事
業

８
月
度
実
績

33
・
６
ト
ン
（
前
年
比

84
％
）

（
福
祉
・
保
健
部
）

・
8
月
度
慶
弔
関
係

新
生
児

１
件

お
悔
や
み

２
件

（
文
教
部
）

・
横
断
幕

点
検
補
修
４
ヵ
所
実
施

（
体
育
部
）

・
秋
の
ハ
イ
キ
ン
グ
開
催

日
時

11
月
12
日
（
日
）

８
時
30
分
中
央
公
園
集
合

（
別
紙
参
照
）

（
安
全
部
）

・
防
犯
カ
メ
ラ
更
新
工
事
、
点
検
等

・
夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル

８
月
25
日
、
31
日
実
施

・
交
番
だ
よ
り

交
通(

人
身)

事
故

１
件

東
４
市
道

車
×
バ
イ
ク

刑
法
犯
罪

２
件

東
２

器
物
破
損

西
５

バ
イ
ク
盗
難

（
会
館
運
営
部
）

・
第
１
自
治
会
館
、

外
灯
の
昼
間
点
灯
の
修
繕
完
了

倉
庫
の
未
使
用
物
放
置
是
正
、
駐
車

場
段
差
プ
レ
ー
ト
拡
幅
要
望
を
検
討

・
他
自
治
会
館

点
検
と
是
正

ブ
ロ
ッ
ク
会
議
の
お
知
ら
せ

ブ
ロ
ッ
ク
会
議
を
次
の
と
お
り
開
催

し
ま
す
。

・
第
１
地
区

（
東
１
・
２
丁
目
）

11
月
12
日
（
日
）
10
時
～

場
所

第
１
自
治
会
館

・
第
２
地
区

（
西
１
・
２
丁
目
）

11
月
12
日
（
日
）
14
時
～

場
所

第
２
自
治
会
館

・
第
３
地
区

（
東
３
・
４
・
５
丁
目
）

11
月
18
日
（
土
）
14
時
～

場
所

第
３
自
治
会
館

・
第
４
地
区

（
西
３
・
４
・
５
丁
目
）

11
月
19
日
（
日
）
14
時
～

場
所

第
４
自
治
会
館

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
す
。

皆
さ
ん
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

第
２
回

運
営
委
員
会
（
9
月
24
日
）

・
文
化
祭

11
月
４
日
（
土
）

南
小
学
校

10
時
～
15
時
30
分

・
市
総
合
防
災
訓
練

11
月
26
日
（
日
）
（
１
面
参
照
）

・
子
ど
も
食
堂

９
月
よ
り
毎
月
２
回
、
公
民
館

で
開
催

（
３
面
参
照
）

秋
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会

受
付
時
間
変
更
の
お
知
ら
せ

10
月
28
日

8
時
30
分
→
9
時
に
変
更

せいわだいにゅ～す 令和５年１０月８日（２）

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
だ
よ
り

新
入
会
員

９
月
度

１
名



リ
サ
イ
ク
ル
バ
ザ
ー
開
催

ふ
く
ろ
う
の
会

日

時

10
月
29
日
（
日
）

11
時
30
分
～
14
時

場

所

清
和
台
公
民
館

２
階
集
会
室

他

不
用
品
受
付10

月
27
日
（
金
）

９
時
～
17
時

10
月
28
日
（
土
）

９
時
～
12
時

※
大
型
家
電
や
汚
れ
の
ひ
ど
い
も
の

は
、
受
付
で
き
ま
せ
ん

40
㎝
以
上
の
物
は
、

処
理
代
も
添
え
て

お
届
け
く
だ
さ
い

ご
協
力
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す

問
合
せ

代
表

今
西

７
９
９
ー
６
７
４
７

あ
つ
ま
る
ん
場

（
子
ど
も
食
堂
）

日

時

第
２
・
第
４
金
曜
日

17
時
～
19
時
45
分

場

所

清
和
台
公
民
館

９
月
８
日
よ
り
始
ま
り
、
両
小
学

校
の
子
ど
も
達
で
、
楽
し
い
時
間
を

過
ご
し
て
い
ま
す
。

「
子
ど
も
食
堂
」
を
始
め
た
い
と

熱
い
思
い
を
持
た
れ
て
い
る
ご
夫
婦

と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

協
議
会
の
気
持

ち
が
、
一
つ
に

な
り
実
現
し
ま

し
た
。

小
学
生
は
も
ち

ろ
ん
清
和
台
に

お
住
ま
い
の
中

学
生
も
ぜ
ひ
参

加
く
だ
さ
い
。

申
込
み
は
第
２
自
治
会
館
ま
で
。

（３） せいわだいにゅ～す 令和５年１０月８日

認
知
症
カ
フ
ェ

「
ひ
と
や
す
み
カ
フ
ェ
」

日

時

10
月
25
日
（
水
）

13
時
30
分
～
15
時

場

所

ト
ナ
リ
エ
清
和
台
２
階

ｃ
ａ
ｆ
ｅ

m
u
k
u

参
加
費

１
０
０
円

フ
レ
ー
バ
テ
ィ
、
お
菓
子
付
き

※
清
和
台
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

に
よ
る
「
介
護
相
談
」
が
あ
り

ま
すふ

れ
あ
い
広
場

日

時

11
月
２
日
（
木
）

13
時
30
分
～
15
時

内

容

朗
読

朗
読
の
会
楽
々

［
ア
エ
イ
ウ
エ
オ
ア
王
物
語
］

［
嵐
の
夜
に
］

［
あ
る
晴
れ
た
日
に
］

場

所

第
４
自
治
会
館

※
飲
物
は
各
自
お
持
ち
く
だ
さ
い

帰
り
は
、
14
時
55
分
発
ト
ナ
リ
エ

行
清
和
苑
巡
回
車
を
利
用
で
き
ま
す

（
定
員
6
名
）

さ
ん
り
ん
し
ゃ

日

時

11
月
８
日
（
水
）

10
時
〜
11
時
30
分

場

所

第
３
自
治
会
館

内

容

保
健
師
と
栄
養
士
に

よ
る
計
測
、
相
談
等

対

象

未
就
園
児
と
保
護
者

※
参
加
費
無
料
、
予
約
不
要

「
和
」
カ
フ
ェ

な
ご
み

日

時

11
月
19
日
（
日
）

13
時
30
分
〜
15
時

場

所

第
１
自
治
会
館

内

容

チ
ェ
ロ
演
奏

猪
名
川
ス
マ
イ
ル
ス
タ
ー
ズ

費

用

参
加
１
０
０
円

※
清
和
台
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

に
よ
る
「
介
護
相
談
」
が
あ
り

ま
す

※
全
て
の
行
事
に
マ
ス
ク
着
用
で

お
願
い
し
ま
す

コ
ロ
ナ
感
染
状
況
に
よ
り
中
止

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

く
ら
し
の
相
談
窓
口
「
こ
こ
ろ
」

第
２
自
治
会
館
内

Ｔ
Ｅ
Ｌ

７
９
９
‐
２
９
４
０

フ

ク

シ

マ

ル

Ｆ
Ａ
Ｘ

７
９
９
‐
２
９
４
１

福

祉

だ

よ

り

手をつなぎ こころ育てる 福祉の輪・話・和
わ わ わ

こ
ん
に
ち
は

あ
か
ち
ゃ
ん

(

敬
称
略
）

７
月

伊
藤

圭
吾

西
３

け
い

ご

７
月

谷
口

一
華

東
２

い
ち

か



せいわだいにゅ～す 令和５年１０月８日（４）

診察室からⅡ（93） 下肢循環

生
ま
れ
は
和
歌
山
県
隅
田
町

（
現
橋
本
市
）
で
す
。
そ
の
後
、

父
の
勤
務
先
の
社
宅
に
移
り
住
ん

だ
の
が
尼
崎
市
で
す
。

社
宅
と
い
っ
て
も
２
階
建
て
の

家
が
３
５
０
軒
以
上
も
あ
る
大
き

な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
す
。
家
に
は
、

お
風
呂
が
無
く
社
宅
専
用
の
銭
湯

が
あ
り
ま
し
た
。
利
用
時
に
そ
の

つ
ど
支
払
う
の
で
は
な
く
、
ハ
ン

コ
を
押
し
て
も
ら
い
、
班
長
が
１
ヵ

月
分
纏
め
て
集
金
に
き
て
い
ま
し

た
。
い
く
ら
だ
っ
た
か
忘
れ
ま
し

た
が
格
安
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

や
が
て
社
宅
は
社
員
に
払
い
下

げ
ら
れ
、
そ
れ
を
機
に
各
々
の
家

に
お
風
呂
が
設
置
さ
れ
、
銭
湯
の

利
用
者
が
少
な
く
な
り
閉
鎖
さ
れ

ま
し
た
。

家
か
ら
は
遠
く
ま
で
見
渡
す
限

り
田
ん
ぼ
が
広
が
っ
て
い
ま
し
た

が
、
目
の
前
に
昭
和
38
年
開
通
の

名
神
高
速
道
路
が
で
き
（
高
架
で

は
な
く
、
土
盛
り
）
環
境
が
一
変

し
ま
し
た
。

町
内
会
活
動
も
活
発
で
、
夏
に

は
盆
踊
り
、
中
で
も
メ
イ
ン
イ
ベ

ン
ト
は
手
作
り
の
仮
装
大
会
で
し

た
。
若
い
お
兄
ち
ゃ
ん
が
女
装

（
た
ぶ
ん
自
分
で
化
粧
を
し
た
と

思
う
）
し
て
、
観
衆
か
ら
大
喝
采

を
浴
び
て
い
た
こ
と
が
記
憶
に
残
っ

て
い
ま
す
。

野
外
で
の
映
画
鑑
賞
も
あ
り
ま

し
た
。
白
い
布
に
写
し
出
さ
れ
た

画
動
が
風
に
揺
ら
れ
て
何
度
も
歪

ん
で
い
た
こ
と
も
懐
か
し
い
思
い

出
で
す
。

秋
は
運
動
会
が
あ
り
、
地
区
別

４
百
ｍ
リ
レ
ー
で
は
応
援
が
盛
り

上
が
っ
て
い
ま
し
た
。
娯
楽
が
少

な
い
時
代
で
し
た
の
で
住
民
の
参

加
も
多
か
っ
た
で
す
。

阪
神
淡
路
大
震
災
で
被
害
を
受

け
家
も
処
分
い
た
し
ま
し
た
。
20

数
年
前
に
行
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
多
く
の
家
が
建
て
替
え
ら
れ
、

昔
の
風
景
と
は
ま
っ
た
く
違
っ
て

い
ま
し
た
。
こ
れ
も
時
代
の
流
れ

で
す
ね
。
元
は
社
宅
だ
っ
た
の
で
、

生
活
レ
ベ
ル
は
あ
ま
り
変
わ
ら
ず

良
き
昭
和
時
代
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
。

私

の

故

郷

下肢へは動脈が血液を送り、静脈とリン

パ管を介して、血液やリンパ液が返ってき

ます。足の動脈圧は通常、手の血圧の約1.2

倍ありますが、動脈硬化などで手の血圧の8

0％以下になると症状が出現する可能性があ

ります。

最近はあまり見かけなくなりましたが、

喫煙により足の末梢動脈中心に狭窄が発生

するバージャー病という難病もあります。

下肢の動脈圧が低下すると、まず冷感が

出現、次に間欠性跛行といって、一定距離

を歩くと、主にふくらはぎなどが痛くなり、

休むと改善する症状が出現します。歩ける

距離が短いほど重症です。さらには、安静

時でも足の血流低下の痛みを自覚するよう

になり（この頃には足指は紫色に変色しま

す）、最終的には足指から壊死し、黒色に

変色します。

最近は生活習慣病の治療が進んだせいか、

下肢壊死から足の切断にいたるほど重度の

方は少なくなりました。動脈硬化から下肢

の血流が低下する下肢閉塞性動脈硬化は、

早期に発見するほど、生活習慣の治療を開

始でき、他の動脈硬化疾患（狭心症、脳梗

塞）の予防にもつながります。

間欠性跛行が出現した場合、以前は人工

血管を使ったバイパス手術が行われていま

したが、最近ではカテーテルで治療が可能

です。下肢閉塞性動脈硬化症があれば、冠

動脈疾患（狭心症や心筋梗塞など）は約50

％、脳血管疾患は約20％の方に合併すると

いわれています。

間欠性跛行は脊髄の血流が低下する腰部

脊柱管狭窄症でも起きるので、まず、整形

外科を受診される方が多くおられますが、

受診の前に足の動脈が触知出来るかをかか

りつけ医に調べてもらってください。もし、

動脈の触れが悪ければ、精査のために循環

器内科を受診しましょう。

次回はリンパと静脈の流れについてです。

杉田クリニック 杉田 隆彰
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